
Sk-P023 会場：ポスター 時間：6月8日　17:30-19:30

福島沖プレート境界域の地震波速度構造

Seismic Structure of the Plate Boundary Zone off-Fukushima by airgun-OBS survey
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福島沖での地震波速度構造と地震活動度の変化の関係を明らかにすることを目的として，エアガン-海底地震計
による地殻構造探査を行った．解析の結果，島弧地殻は海溝軸から7 0ｋｍまで存在し，海溝軸から1 0 0ｋｍまでの
地震活動が見られない領域では，低角に沈み込む海洋性地殻と接していることが明らかとなった．微小地震活動
と比較すると，さらに陸側の地震活動が活発な領域では，沈み込む海洋性地殻は傾斜を大きくしマントルウェッ
ジと接していることが示唆され，福島沖での地震活動度の変化と地震波速度構造の変化には，強い相関が見られ
る．また，震源分布から海洋性地殻内で発生している地震があると考えられる．

我々は、福島沖における地震波速度構造と地震活動度の変化の関係を明らかにすることを目的として、1994年，
1 9 9 7年にエアガン-海底地震計を用いた地殻構造探査を行った．これらの探査による暫定的な結果についてはすで
に報告してきた（伊藤・他，1 9 9 4；日野・他；西野・他，1 9 9 8）．本講演では，沈み込む海洋性地殻の速度構造モ
デルの推定，および各測線における速度構造モデルの信頼度の評価を行ったので，その結果から推定される福島
沖プレート境界域の地震学的構造について報告する．

海溝軸から陸側40ｋｍ，70ｋｍの海溝軸に平行な2測線では，それぞれ震央距離が約30ｋｍ，約60ｋｍより遠い
ところで，初動の急激な減衰が見られる．これらを低速度層によるシャドウゾーンであるとすると，それぞれの
測線において，深さ1 1ｋｍ，1 4ｋｍより下側に低速度層が存在すると考えられる．この低速度層の上面を結ぶ直
線のほぼ延長上に，海溝軸が位置することから，低速度層は沈み込む海洋性地殻の第1層，第2層であると考えら
れる．海洋性地殻内を通る屈折波は観測できないため，海洋性地殻内のP波速度は一意に推定することはできない．
そこで，本研究では，Nishizawa and Suyehiro(1986)により日本海溝の海溝軸近傍で求められている海洋性地殻内
の速度構造を，沈み込む海洋性地殻の速度構造モデルとして用いることにする．海洋性地殻第1層をP波速度2 . 0ｋ
ｍ/ｓ，厚さ300ｍと仮定すると，この海洋性地殻モデルによって，各後続波の走時は説明することができる．

試行錯誤により推定した各モデルパラメータは， 2次元速度構造インヴァージョン（Zelt et al.，1992）により，
分解能行列を計算し，その対角成分の大小により信頼度の評価を行う．また，計算に利用する走時データを作成
する際には，エアガン信号として信頼できる部分のみを客観的に読み取るために，エアガン信号自動読み取りプ
ログラムを開発した．信頼度の評価の結果から，以下に示す特徴は有意なものである．

・島弧上部地殻層と考えられる5.7-6.0km/s層は，海溝軸から約70kmの位置まで存在する．
・島弧下部地殻層と考えられる6 . 3 - 6 . 7 k m / s層は，海溝軸から7 0～1 0 0 k mの範囲内で，海溝軸に向かって次第に

消滅する．
・島弧地殻のモホ面の深さは，海溝軸から140kmで20kmであり，そこから海溝側に向かって浅くなる．
・海溝軸から 9 0 k mの範囲では，沈み込む海洋性地殻は，島弧の上部地殻，下部地殻と接しながら，傾斜角約5

度で沈み込んでいる．

この領域での地震活動には，海溝軸から約1 0 0 k m陸側を境として，海溝側の非活動領域－陸側の活動領域，と
いう明瞭な地震活動度のコントラストが見られるが，得られた構造モデルとこの領域で発生する微小地震の震源
分布（吉沢・他， 1 9 9 8；青柳・他，1 9 9 8）を総合することにより，以下に示すような地震活動度の変化に対応す
る構造の変化が明らかとなった．

・海溝軸から 1 0 0 k mの範囲の低地震活動領域は，低角に沈み込む海洋性地殻が島弧上部地殻とプレート境界で
接している領域と一致している．

・海溝軸から1 0 0 k mの位置で，プレート境界の傾斜角度が急激に変化していて，それより陸側・深部において
はプレート境界の傾斜は30度程度である．

・活発な地震活動がみられる領域の海溝側の限界は，プレート境界の傾斜が急変する場所と一致する．



・活発な地震活動がみられる領域においては，プレート境界の上盤側は島弧地殻ではなく，マントルウエッジ
となっている．

・福島沖で発生している地震の中には，海洋性地殻内で発生しているものもある．


